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はじめに

九州から本州中部に至る太平洋岸の砂浜はアカ

ウミガメの重要な繁殖場である（内田， 1982）。神

奈川県の沿岸域も本種の産卵地のーっとして知ら

れている。しかし，本種に関する情報はいずれも断

片的なものであり，神奈川県全域についてまとめ

た報告例はない。1960年から 1996年までの記録を

整理し，生息状況に関する分析を行ったので報告

する。

調査地域および分析方法

調査地域は，湯河原町から三浦市に至る相模湾

沿岸および三浦市から横浜市に至る東京湾（浦賀

水道を含む）沿岸にかけての神奈川県沿岸全域と

した（図1）。

既報の記録に加え ，新たに沿岸の自治体および

県の機関の所蔵する記録，博物館・水族館の所蔵す

る標本と記録および新聞記事の収集を行った。さ

らに聞き取り調査を行い記録に加えた。

得られた記録を，上陸・産卵確認個体（子ガメの
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図1.神奈川県の自治体．
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確認例を含む） ，海岸での死亡確認個体，沖合での

確認個体（定置網での確認個体および沖合で確認

したとの記載がある個体）に分けて年代別に集計

した。さらに，自治体別に整理を行い，また，海域

（相模湾および東京湾沿岸）ごとのアカウミガメの

発見状況を，上陸・産卵個体，子ガメ確認例，死亡

確認個体，沖合での確認個体，不明の 5項目に分け

てまとめた。上陸・産卵個体，死亡確認個体および

子ガメ確認例については，月別の出現数の集計を

行った。その際， 1個体の雌から生まれたと思われ

る複数の子ガメの記録は1個体分の情報として取

り扱い，近接した場所で近接した日に確認された

子ガメの情報も同一雌個体分として扱った。定置

網での確認数調査は1989年に始まっており，また

1996年のデータは入手できなかったため， 1989年

～ 1995年の記録を載せた。

結果

収録したアカウミガメの確認場所，確認日時，確

認状況，情報源を表1に示す。今回，収録できたア

カウミガメは，1960年から

1996年の37年間で109件203

個体である。確認個体数を

年代別に比較し表2に示す。

沖合での確認個体は，ほと

んどが定置網での調査に

よって得られたもので，

1985年以前および1996年の

確認例はない。海岸部にお

いては，近年になるほど確

認数が増えているという結

果になった。

自治体別確認個体数（図

I，表3）は，上位から横須

賀市48個体，鎌倉市43個体，



表1.神奈川県におけるアカウ ミガメの記録．

日時 場所 ~ & 文面 情考

1960. 09. 03 小田原市酒旬Jll両日梅岸 干ガメ 豊田（1 9 6 8），豊田（1 9 7 8) 

1961. 07. 26 三浦市場崎梅岸 上陸，産卵 豊田（1 9 6 8) 

1963. 07. 07 量倉市材木庫高岸 上陸 豊田（19 8 6），露日高岡1963.07.09付 甲長l田，体重18 0 kg. （新聞では7オウミガメ
tなっている）

1966. 07. 14 質倉市由比ヶ量権岸 上陸，産卵 豊田（1 9 8 6），豊田（1 9 7 8) 

1967. 08. 04 質倉市七里r~梅岸 上陸，産卵 豊田（1 9 8 6) 

1967. 09. 28 量倉市七里ヶ量権岸 干ガメ 豊田（I9 8 6) 前行の記量／：ilーである可制あり
1975. 09. 20 糊賀市野比海岸 千ガメ（？） 豊田（1 9 7 7），豊田（1 9 7 8) 

1976. 10. 23 横領賀市制梅岸 干ガメ24個体 神奈Jll新聞19 7 6, 11. I Oij，豊田（I9 7 7) , 

豊田 (19 7 8) 

1977. 06. 21 小田原市南町机僻 上陸，産卵 神奈J!I新聞1977.06.23村，量日（19 9 5) 体長1.2皿，甲幅80哩以上

1977.07.01 横覇市事干車岸 上陸 朝日新聞・神奈川新聞1977.07目02付 東京ガスI場内，甲長動80圃，甲幅約7011 
1977.07,16 小田原市国府締岸 死体 神奈川新聞1977.07目17付 体長l田を起す
1978. 07 三浦市高岸 上陸 神奈Jll新聞1978.09.09付，語口（1 9 9 5) 産農夫氏信報， 4～5自カメのE陣を高見
1978. 08. 11 三浦市梅岸 上陸，産卵 神奈）｜｜新聞1978.09.09付，朝日新聞19 7 8. 車慢夫氏の情報， 9~30 日および 10月に干仰2

10月記事，豊田（1 9 7 8），棋日（1 9 9 5) 頭／：l出告の卵量約20個措書
1981. 09. 18 庫駅南器棚岸 子ガメ3担体 IIJ島本醐誠
1983.05.30 献市社時岸 上陸，産卵 IIJ島北醐鵠，神奈！｜｜棚1983.08. 10付 産卵量120, 1983. 08. 04鮮北
1983. 07. 22 三描市南下捕町梅岸 上陸，産卵 神奈川新聞1983.07. 23付，露日（1 9 9 5) 体長約1m 
1984. 08. 献市片鵬岸 子山18個体 江／財閥諦

1984. 08. 07 葉山町書戸車岸 上陸，産卵 証／島水量館記量 産卵量120, 09. 30～10. 0 1にH
1984. 09. 03 小田原市国府輔岸 干ガメ 江／島本棚記量 甲車の配列iji7オウミガメ／：ilc 
1984. 09. 13 小田原市国府輔岸 干ガメ3個体 IIJ島本醐記量 怖の記島t同11:して担う
i 9 8 5. 大層町梅岸 上陸，産卵 丸山（1 9 9 6) 大事町二摘民情報
1985.06.04 E子市道子事岸 上陸l，産卵 IIJ島本闘記量 産卵量12 1 ' 0 8 . 0 8 ttlit 
1985. 07. 30 平富市補帰僻 死体 平富市博物菌（1 9 9 1) 時市博物師骨格軍本 ，甲長83 cm 
1986. 08. 01 事宇崎市瀬蹄岸 上陸，産卵 江j島水量臨調 産卵教96, 09. 21～1 0. 0 2に解化
1986.09.18 献市議官語岸 fP)5個体 江／財閥記量
1986. 09. 21 小田肺早！｜｜梅岸 干ガメ 江／齢基盤記量 量報仁よる記量
1986. 10. 25 献市片面東語 干仰ll個体 江／島水量臨記量
1988.07.06 鳩町田府本蹄岸 死体 青木ほか（1 9 9 3) 鳩町’士宮料館骨格喜本
1988. 07. 09 盛倉市由比十重 上陸，産卵 江／財閥誠 産卵量159, 09.04～09目。？に勝北
1988. 10. 14 償金市開耐 子ガメ 江／島本闘記量
1988. 10. 16 軍倉市E蹄岸 干仰27個体 IIJ財閥記量 前行の記帳t開店tLて担う
1 9 8 9. 糊賀市長井神 定置網， 3個体 神高Jll県水産稿料 盤沈
1 9 8 9. 三浦市梅岸 助体，童書個体を保護，そ神奈川県水産融科 東急措査＂9ンパ』阿保護，その控死t

の量死t
1989. 小田原市岩神 定置期， 15自体 神奈川県雄前科 店建網のtめ，すべて死亡
1989. 小田原市輔神 定置組，3個体 神奈川県水産融料 員証
1 9 8 9. 神奈川県内神 定置網， 3担体 神奈川県水産稿料 場所の特定できi'.うち2個体慨t
1989. 07目16 小田肺踊神 卵闘 江／帥脚韻 卵10個再上，通報｜こよる記量
1989. 07. 20 藤前市器棚岸 軍靴まもなく死t 社島義章氏情報（締ま） 神奈川県立生告のI・時博物跡骨格標本
1989. 09. 26 二宮町押切II河口構岸 死体 丸山 （1 9 9 0) 
1 9 9 0. 構事前長井神 定置網， 3担体 神奈川県水産書官科 盤施
1 9 9 0. 三浦市金剛 定置網， 2僻 神奈川県水産融科 京急拙＜9ンパ』？に寄贈
1 9 9 0. 二宮町沖 定問， 2個体 神高Jll県水産融科 中層摘で死t
1990. 葉山町沖 定置網， 2個体 神奈川県水産融科 故証
1990. 05. 30 大a町梅岸 上陸，産卵 丸山（1 9 9 6) 純正融，大覇町揮士資料館町怖
1990. 06. 13 鳩町小糠梅岸 上陸，醐 丸山（1 9 9 6），大事町’士宮料館記量 島本・上村正視察， 08. 13 I：干抑制
1990. 06. 15 豹崎市梅岸 上陸，産卵 丸山（未続） 08. 19rl11;, h帥協自信者の情報
1990.07.2n 童子市道子高岸 上陸，産卵 証／島本車館記量，朝日新聞1990.09.27ft，神産卵量109, 09. 0ト09. 141：解化，量

車川財産課酬 車
1 9 91. 横領賀市長井神 定置網， 9個体 神奈川財産融料 うち死tl個体，他は般車
1 9 9 1. 横須賀市東部神 定置網，2個体 神奈川県雄前科 最施
1 9 91. 揮官耐 定置網， 31体 神奈川県水産稿料 般車
1 9 91. 庫倉市脱神 定置網， B個体 神奈川県水産稿料 量流
1 9 91. 三浦市精神 定置網， 3巨体 神奈 Jll県水産量－~ 量流
1 9 9 1. 相肺櫛J!I神 定置車， 4個体 神奈川県水産量u うち死t4個体
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E百 l & t I 自考

1 9 9 I. 量子市小耳神 定置網 神高Jil県水産融科 融証
1 9 91. 鳩町田府覇者梅岸 死体 丸山（来事表） 大事•r大紙よりの情報
1 9 9 I. 二宮町仲 定置網， 2個体 神奈川県本産護資料 うち死t2個体
1 9 91. 葉山町沖 定置踊， 2個体 神奈JI！県水産護費科 政証
1991. 07, 06 真盤町海岸 死体 平富市博物首謀日時報（来事表） 聞き取り
1991. 07. 20 h崎市蹴蹄岸 上陸，産卵 毎日新聞1991.10.2付，E日（19 9 5) タな＜I:ii I匹の種別Di際化
19 9 2. 概賀市長井神 定置網， 2個体 神高JI！県水産書官科 放置
19 9 2. 横費削東部神 定置網， 2個体 神奈川県水産融科 般車
19 9 2. 融市神 定置期 神奈川県水産融科 融証
I 9 9 2. 三捕市首刷 定置網， 3個体 神奈川県水産融科 量流
1 9 9 2' 藤賀市梅岸 上陸，産卵 神奈川県水産翼賛科 産卵草創20 0 （推定値）
1 9 9 2. 葉山町構岸 上陸，産卵 神奈川県水産量買料 産卵量動20 0 1推定植）
1992. 06. 04 算金市優越権岸 死体 指南なぎさ事事所誠
1992. 07. 22 二宮町茶屋梅岸 死体 糊なぎさ事事所記量
19 9 3. 醐賀市長井静 定置自， B個体 神高Jil県水産税朝 般車
1993. 質倉市博 定置網， 10担体 神高Ji！財産税科 うち死t1•体
19 9 3目 06. 0 8 真義町ミ7石梅岸 死体 前面なn事事所記録
1993. 06. 15 大層町平副JI！河口 死体 丸山（l 9 9 6），制南なぎさ事務所記撮 甲長87個， m幅6611 
1993. 06. 16 糧費賀市制僻 死体 糊なぎさ事事所記量
1993. 07. 26 算倉市材木喜僻 上陸，産卵 IIJ高水草館記量，朝日新聞1993.10.17付，神 産卵量124, 09. 24～10. lltH，量

事！！｜県水産量醐 施
1993.08.12 二宮町下町海岸 死体 糊なぎさ事事所記量
1993.10.01 嫌倉市材雄僻 死体 棚げ持新記量
19 9 4. 概費市長井神 定置網， I0個体 神奈川県水産融科 量流
1994' 事須賀市東部神 定問 神高JI!県水産課賢科 融証
1994. 融市神（？） 小型底引き紙 2個体 神高）！｜財産量Jlfl 盤沈
1994' 嫌倉市神 ni. 1担体 神奈川県水産税料 般車
I 9 9 4. 車倉市梅岸 死体 神奈川県水産融料
1994' 三捕市諸制 定置網， 5個体 神奈川県水産税科 量流
I 9 9 4. 量子市小野神 定問 神奈川県水産稿料 量流
1 9 9 4. 語河原町輔神 定置網， 3個体 神奈川県水産融科 量証
I 9 9 4. 葉山町沖 定問 神奈川県水産量百科 最草
1994目 05. 2 7 豹崎市港岸 死体 丸山（未破） 甲長7711 
1994. 06. 21 鳩町西小積極岸 死体 丸山 I1 9 9 6），大事町周士宮科臨量
1994. 07. 20 嫌倉市材雄僻 上陸，産卵 IIJ島本棚記録，神奈川県水産量僻 産卵量118, 09.06～09. 081~解化
1994. 07. 21 三浦市三戸梅岸 上陸，産卵 積額賀博物館非公義時報（締ま） 9 ~ 9 ari化，草川!tl出世卵量I0 5 
1994. 08. 02 平富市直肘正面岸 死体 平車市博物値引哲一民情報 平車市博物館調理署本，特70団
1994. 08. 29 鳩町東町梅岸 死体 丸山（1 9 9 6) 甲長8811，時59圃
I 9 9 5. 横領費市長井神 定置網， i個体 神奈川県水産稿料 故証
1995. 横須賀市東部神 定置網 神奈川県水産融科 量流
1 9 9 5. 三浦市諸事神 定置網， 4個体 神奈川県水産融科 私Ii
1995. 05. 05 童子市梅岸 死体 地回戦情報（未服） 確置のみ，写真蹄
1995. 07. 葉山町長者ケ晴海岸 上陸，産卵 植田等民情報（来事表） 重量のみ
1996. 06目 23 量倉市稲村ケ輔岸 上陸，産卵 朝日新聞， 1996.09. 03# 0 9. 0 21：際化援の卵92個t韓仰l頭確言
1996.06.24 小田肺訴町僻 死体 輔なぎさ事事所記量
1996. 07，下旬 横領賀市制僻 上陸，産卵矧 横領賀博物相排崎氏情報（精査） 異常醐時，あちこち究を掘っf.ji，産卵せf
1996.07.10 齢耐雄僻 上陸，産卵 江／財閥諦 産卵量11 7, 0 8. 3 1～0 9. 0 3に際化
1996. 07. 25 賞倉市稲村ケ帥岸 上陸，E卵 騒音開所目科 員倉市の梅原時報

1996.08.11 葉山町ー鵠岸 上陸，産卵 江j財閥誠 通報による記帳
1996. 08目 20 鳩町平副JI！向日梅岸 死体 糊なぎさ事事所鵠
1996. 08. 22 事ヶ崎市都僻 死体 山田・井JilI I 9 9 6) 甲長約6011 
1996. 08. 23 豹崎市轍費量岸 死体 酬なfさ事事所誠 上記の記量t同一個体である可量佐川
1996. 10. II 平車市駐時海岸 刊地30個体 平車市博物館悪日正欄（未破） 高見者仁より故証される

不明 二宮町海岸 死体 丸山（来続） 聞き取り，鳩町国府中学校の標本

不明 小田原市語句）｜｜両日梅岸 死体（？） 慨賀市博物嶋本目量 服標本
不明 不明 不明 中村・Ji！菌（1 9 7 6) 広崎 II 9 6 4）からの引用
不明 不明 不明 Ni sh imura (1967），中村・）｜｜踊I19 7 6 > 
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表2.年代別のアカウミガメ確認件数．

年代 上陸（産卵）死亡沖合 宿
一

～1 9 6 0 
1 9 6 1～ 1965 
1 9 6 6～1 9 7 0 
1 9 7 1 ～1 9 7 5 
1 9 7 6～1980 
1 9 8 1～1 9 8 5 
1 9 8 6～1 9 9 0 
1 9 9 1～1 9 9 5 
1 9 9 6 

合計

1 ( 1) 

2 ( 1) 

3 ( 3) 

1 ( 1) 

5 ( 3) 

8 ( 8) 

l 0 ( l 0) 

7 ( 7) 
6 ( 5) 

－i

’l
q
u
F
h
u
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q
 

ー

3 4 

9 8 

2 ( 1) 

2 ( 1) 

3 ( 3) 

1 ( 1) 

6 ( 3) 

9 ( 8) 

47 ( l 0) 

12 0 ( 7) 
1 0 ( 5) 
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0
3
 
3
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3
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24 19 9 ( 3 9) 

年代不明の4個体は集計から除く．
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表3. 自治体別のアカウミガメ確認件数．

自治体名 上陸 i産卵）死亡 沖合

横浜市
三浦市
検須賀市
葉山町
逗子市

鎌倉市
藤沢市
茅ケ｜｜崎市

平塚市
大磯町
二宮町
小田原市
真鶴町

湯河原町
その他

A 
口 計
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）
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）
）
）
）
）
）
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場所不明の2個体は集計から｜除く．

害許

2
7
4
5
2
9
 

1

4

2

 

3
2
8
9
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小田原市30個体，三浦市22個体の順になる。相模

湾のほぼ中央部に流入する相模川を境にしてまと

めると，相模川以東（横浜市～茅ヶ崎市）の143個

体に対し，相模川以西（平塚市～湯河原町）は55

個体となり ，県東部で多い。この数値には，各自治

体の定置網の設置数の差も反映されていることが

考えられるため，上陸個体のみについて比較する

と，鎌倉市11個体，藤沢市6個体， 三浦市5個体，

小田原市4個体，葉山町4個体の順になる。相模川

以東の計35個体に対して以西は計8個体となり ，同

じく東部地域で多い。一方，死体で確認された個体

数は相模川以東9個体に対し以西17個体であり，西

部地域で多い。

表4.海域別のアカウミガメ発見状況．

発見状況 相模湾 東京湾合計

上陸（産卵）個体数
子ガメ確認件数
死亡確認個体数
沖合での確認個体数
不明

3 0 ( 2 7) 

l 0 

2 6 
1 2 2 

1 ( 0) 3 1 
1 2 
2 6 
13 2 1 (f 

A 
口 言十 190 13 203 

海域別の確認数を表4に示す。相模湾沿岸におけ

る確認数は190個体で 内訳は海岸での確認66個

体，沖合での確認122個体，不明2個体である。こ

れに対し，東京湾沿岸の確認数は13個体で，内訳

は海岸3個体，沖合10個体である。本種の確認総

数203個体のうち，沖合における確認数は計132個

体（65%）を占め，海岸部での確認数計69個体（34%)

を大きく上回る。海岸で確認された個体には死体

が含まれており，親ガメの上陸が確認されたのは

計30個体，うち産卵が確認された個体は27個体に

とどまる。そのほかに埋蔵された卵や子ガメの出

現から親ガメの上陸・産卵が確認された事例が12

例あるが，それを加えても上陸例は計42個体分で

あり ，うち産卵確認例は計39個体分に過ぎない。

月別確認数を表5に示す。上陸個体は5月から8

月にかけて出現し，ピークは7月である。子ガメは

8月から 10月に観察された。死亡個体は5月から10

月にかけて確認された。

考察

1960年以前のアカウミガメの生息状況を記録し

た資料はほとんどないが，葉山町しおさい博物館

の池田等氏や二宮町在住の西山敏夫氏によれば，

昔はアカウミガメの上陸・産卵はごく普通のでき

ごとだったという。鎌倉市および、藤沢市海岸につ

いては，「毎朝数頭づつの上陸・産卵を見た」とい

う内田至氏の情報がある（浜口， 1995）。今回の調

査で得られた上陸観察時期が5月から8月にわたる

ことから考えると ，当時の上陸個体数は，両市の海

岸だけで少なくとも数十個体に達していたと推測

される。1960年以降に確認された上陸個体は， 二

つの市の海岸を合わせて17個体に過ぎず，アカウ

ミガメの上陸・産卵は， 1960年以後に大幅に減少

したと考えられる。今回の調査における1年当たり

の上陸個体数は， 1996年の6個体を除けば2個体以

下で，屋久島，南九州，御前崎の各100個体以上（馬

塚，1991）， 宮崎県と鹿児島県の海岸での2,700個体

（複数回産卵や非産卵上陸を考慮、に入れると実数は

675個体と推算されている）（岩本， 1991）に比べ非
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路が波打ち際に沿って作られ，道路の脇に防風林

を設置する余地のない区聞が多い。最近は海岸の

侵食が目立つことから，コンクリートの護岸や消

波ブロックで固められた箇所もある。また小田原

市より南では，岩浜や磁の浜が多く砂浜が少ない。

したがって，湾の西側に比べ東側の方が本種の上

陸 ・産卵により適していると考え られる。

定置網にかかったアカウミガメは放流されてい

るが，中には放流前に死亡する個体もあり，放流さ

れた個体も衰弱していることが推測される。馬塚

(1991）は，死後漂着した個体の中に，網にかかり

死亡した後，網からはずされ漂流したものが含ま

れていると述べている。西山敏夫氏は，「昔は天然

繊維で網を作っていたので，網糸が太くウミガメ

にも見えやすかったが，最近は化学繊維で作るた

め糸が細くなって，ウミガメが絡まりやすくなっ

た。Jと語っている。
浜口（1995）は，神奈川県のアカウミガメの保護

における問題点として，道路の建設や波による侵

食のため砂浜が消失したこと ，照明や人出のため

に産卵可能な静かな環境の海岸がなくなったこと，

砂浜への自動車乗り入れにより轍が稚ガメの移動

に障害となっていることを挙げている。神奈川県

の海岸沿いの道路は，夜間も車の通行が途絶える

ことがなく，港湾施設や国道沿いの施設の照明も

夜の光環境を悪化させている。さらに，観光地であ

る湘南海岸では，夜を徹して砂浜で花火を打ち上

げたり ，たき火をしながら騒ぐ等の行為が夏中続

けられており，アカウミガメの上陸に障害になっ

ていると思われる。四輪駆動車の流行で砂浜を走

り回る車が多くなり，また，自治体が車による海岸

清掃をしていることもあって，卵の圧死や瞬化し

た幼ガメの移動阻害などの悪影響が危慎されてい

る。そのほかに，川のダム建設に伴う流入土砂の減

少で砂浜が狭くなること ，堤防の建設，海洋環境の

悪化に伴う餌資源の減少，ビニールゴミの誤飲に

よる死亡等による影響が考えられる。

害事

1月
2月
3月
4月
5月
6月
7月
8月
9月
1 0月

1 1月
1 2月
不明

合計

a
a

“
 
．．
 
4
E
E
A
nリ
t
u
n
v
L
u
a
u
n
u
p
h
u
u
w

4
E
’A
A

町，h
4

・・A

表5.月別のアカウミガメ確認件数．

月 上陸（産卵）死亡子ガメ

4
E
E

－－”’
a
－

a凋
aτ

n
y必
の

臥

u
v
n
h
n
v
n
h
u
t

－
4
1
A

3) 

、‘，，，n，f
 

q＆
 

，，
 
．．
 

、

、、．a
，、‘‘，
J

、‘．，，、、．
z

’

O
F
h
u
p
h
u
a

，UF
h
u
 

4
－－
A
 

，g・‘、，，
az
、，，．‘、，，
a
司、

白
q

，UF
h
λ
w
n
h
n
u
w
p
h九
M
W

ー

おわりに

アカウミガメの産卵を巡る状況は厳しいが，大

磯町において本種の産卵保護のために海岸への車

の乗り入れを禁止する条例が制定されたこと，江

ノ島水族館によるアカウミガメの卵の人工瞬化や

稚ガメの放流など，保護をめざす活動が行われて

いる。神奈川県レッドテータ生物調査では，アカウ

ミガメは絶滅危慎種に挙げられている（浜口，

1995）。本稿が今後の保護活動の参考になれば幸い

である。
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常に低い数値である。

1960年以降の確認数を年代別に集計すると，近

年ほど確認数が多くなるという結果になった。な

かでも死体の確認情報が増えている。聞き取り情

報からみて，情報増加の原因は実際の来遊数の増

加にあるとは考えにくく 来遊数が少なくなるに

つれてアカウミガメの希少価値が高まり，来遊記

録や定置網での情報の収集に費やされる努力量が

増えたことにあるのではないかと考えられる。

神奈川県域でアカウミガメが新聞記事に現われ

始めた1963年や，新聞記事の数が急に増えだした

1976年頃は，西湘バイパス（相模湾西部の海岸沿

いに建設された自動車専用道路）の建設時期（1964

年工事開始， 1972年全線開通）や，相模湾東部の

海岸沿いを走る国道134号線の街灯設置時期（1965

年以降）とほぼ一致しこの時期の海岸線の人為的

な環境変化によって上陸 ・産卵が大きな影響を受

けたことが推定される。西山敏夫氏も ，上陸個体が

急激に減少したのは， 1917年（大正6年）の大海輔

（台風による高波）で浜の奥行きが減った時と西湘

バイパスができた時だったと語っている。また，海

洋汚染が問題になり始めた時期であり，首都圏に

含まれる神奈川県は，その影響も深刻だったので

はないかと思われる。

相模湾の東半分で西半分より観察数が多いことに

ついては以下の理由が考えられる。

東側では国道と砂浜の聞に 道路の光を遮る防風

林が整備されており，海が遠浅であることもあっ

て（図1），砂浜が比較的広く確保されている。こ

れに対し，湾の西半分を通る西湘バイパスでは，道

6 8 2 5 31 
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